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観測翌月
＊

東亜天文協會

★流星課だよリ（99） 小耳孝二郎

　謹みて皇紀二六〇〇年の輝かしき歳旦を賀し奉る。

　　　　　　　　　×　　　　　　　×　　　　　　　×　　　　　　　×

　月始めの四分儀流星群は，2日に月が下弦となる爲め夜明け前の観測を幾分

妨害されるが，豊富な流星群なので極大の4日の朝にはかなり見事な出現を見

せるであらう．昨年の不成績をとりかへしたい．

　一月末から二月上旬にかけて牧夫座北部から速度の速い流星が見られるが，

これも月光の邪魔を受ける．

　山本一清博：士及びプラ1グのグ1ト氏によれば，二月1日12時，我が地球は

ハセル岡林彗星の軌道の降交黒目を通過する爲め流星群の出現が二二される．こ

れは既に急報355號でのべられた事であるが，其後の研究によって，

通遍する時刻は　　二月1．24日（U．T．）〔1日15時（日本標準時）〕

地球と彗星軌道間の距離は　　0．082（天文軍位）

　　　　　　　　　　　り翻雪占｛1：蝋（蛇座・・醒附近）

　　　　　　　　　　　　　り・・翻は｛23＃g：lll

と獲表されてみる．地球が彗星の昇二黒占を通過したる昨年の八月4日には豫想

の流星群は殆んど見られなかったと云ってよく，今度の場合は一層距離が遠い

爲め，出現の可能性は薄いのであるが，一磨の探索は是非せねばならなV・．輻

射黒占は3時頃東天に昇る爲め5時孚頃まで約2時間牛の観測は可能である．一月

31日，1日，2日の3日間を観測豫定日とする．

　　　　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×

　十一月の獅子座流星群は極大の頃悪天なりし爲め筆者は観測不可能であった

が，香川縣観吾寺町の川人武正氏は14，15，16，18日三夜に亘りこの流星群を

月標として観測を行はれた．計17個の流星を得てみるが流星圖の添付なきため

同群の出現程度は判明しない．他の観測者のものは未着である．

　十一月2日18時13分，負5等の火球が京都，和歌山及び五西月（和歌山縣有田
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郡）から見られた’■襯測はいつれも粗悪なる呑め實経路の推定は困難の様であ

るが目下研究中である．（XII　3）

★太陽課（】919年11H）

　報告者　13名（前月より1名工）

　新報顕者　谷口裕康氏　二戸市葺合匠　4cm屈折　50×　直覗

　　　　　丁田　三巴　大阪市大正匪　5cm反射　53×　附置

　　　　　南　時生氏　大阪市明星商業（織田，岡村爾氏に代る）

　天候　：先づ普通の11月並みであった．各個人別には依然として15目前後に止

まって居るのは残念である．全員で補へば4日，22日目雨日が訣けた．

　櫃況　明らかに，前月に比較して二三となった．約20～30％位準丁丁封数が

減少した．

　肉眼的黒鮎

　　　観　測　日　数

　　　出　現　日　敷

　　　黒　黒日群　数

　　　可硯黒鮎累計数

以上の雫均に依れば，

た．

坂上

］0

　2

　2

　2

津留

10

　1

　2

　2

木邊

10

　7

　2

　7

正村

21

　8

　5

14

合計

51

18

　5

25

　　　　　　　　　　出現比は0．35であり，この黙でも前月よりは淋しくなつ

　　しかも所謂大黒黙群と云ふものは出現しなかったらしい．

　（前號，黒黒占群累計敦は可二黒鮎累計数と改めます．数字は不攣）

　南北三面球別の比較　　津留　　來田　　南　　木邊　　山田　　沓掛　　阿部

　　　　　ine　49．4　53．6　50．5　49．1　34．2　41．5　49．9
　　　　　iヒ　　　　　　　32．2　　　14　．（）　　　28・2　　　28．7　　　29．1　　　50・5　　　27・6

7名の亭均に依ると，南1．00に封して北0・64，自ljち南61％，北39％であって，再

び南が多くなった．各個人別に見ると，との方面の最も古い経験者である沓掛

氏の分が逆の結果になって居るのに氣付くが，これは殆んど南半球にのみ黒顯

群の出現した下旬に，僅か一日しか襯測がなかった爲であると思はれる．

　莫他　沓掛氏よりは例月通りの各黒黒占群概略緯度を，投影法により測定報告

された．其れに依れば，南北共に30。を越すものはなかった様である（下旬の南

＄球の群は不明）．阿部氏よりは前月（10月分）の各黒貼群の可なり精密な位置

のスケッチを回付．特に來年度からは，同様の事を本田氏が行ふ筈であるから

其の綴績を望む．門田氏よりは18日13時…30分，太陽面を流星が通過したとの報

告を，其の径路スク・ツチと共に受けたが，之をぱ流星と速断する事は危瞼だら

う．かNる事は筆者も二三度経験した事もあり，又，かつて報告もあった様に

記憶するが，多分，相子高室を飛翔した鳥か，昆虫ではあるまいか？　若し流星

とすれば，光輝の強い太陽面を通過するのが5cmの小望遠鏡に認められる爲に
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黒黙雷目塵1｝数報告　 （1939年11月）
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は帯くとも5秒角位の覗直径が必要であり，假りに100キロ上室であれぽ，直

径大約3～4m位あらうから，隙石としても最低50トン以上の亘大なものにな

って判る，且つ太陽面も通男するのに施～i物間も要する様では，絵程自分の

方向近くに二って落下したと考へねぼならない．報告された事は多とするが，

他の諸君にも一慮御注意して置く．勿論かSる疑問黒鮎の脛過をぱ全然無観せ

よと云ふのではないが．

　平定　明年の一月一日以降の観測報告は，廣島三山隅郡瀬β村黄這光観測所

本田冒宛に攣：更します．但し本年12月中の観測は，京都市上京匿　東三本木

信樂方　木邊宛です．

★饗光星課（1939年8，9月分）

　概況報告を掲載中，紙面の都合上，月々の課報を休載して居たが，概略に各

課員の親測駿態を示すと
1

『i 1939年8月 ユ939年9月

1第一綱第二梱 計 第一 尅謫�
　一　　　　　．　　一　、

v
画　　名 星敷 購聯綱騨漁 星数

目測数星数1目測婁交1星薮i目・耳蕨

汰邊成麿 5 22 24 】68 29 19D 5 123 121 139 26 ユ再

小澤喜一 1 6 16 61 17 67 3 20 30 243 33 263

岡林滋樹 14 47 1 10 15 57 6 19 6 呈9

山田逮雄 3 7 3 7

清水直次 3 8 1 3 4 11

吉池浩暢 9 33 1 7 10 40

坂部博一一 3 ヱ7

津留繁雄 3 4 3 4 9 12

合計 21 ケ9 27 239 48 358 28 139 33 392 61 531
1

　上表の如くである・夏季は例年好成績ではないが・秋涼と共に観測は櫓加し

始めた・亥回には10月・11月分と共に一ケ年の通算を獲表したいから報告洩れ

の方は，各自の観測帳と照らし合せて，至急に追報を乞ふ．

　課告　本年度上牛期の焚表は別刷しましたから，入要の方は御申込下さい

（報告の出て居る：方は無料・出て居ない：方は別刷代12鑓を切手で御逸り下され

ば宜しい）．

　報告先愛更本年12月中の観測は今迄通り・1940年1月1日以降の観測は岡山聯

倉敷市住吉町倉敷天女憂岡林滋樹宛に願ひます．　　　（以上　木邊記）

☆遊星面課
　火星の観測も絡了し，目下伊達課長の手許で整理中．次號天界より綜合結果

をば連載報告します．　　　　　　　　　　　　　　（幹事　木邊記）
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★彗星課
1939年中に二見された彗星の一畳表は下の通り．

順序
1939　a

1939　b

1939　c

1939d

1939　e

1939　f

1939　g

1939　h

1939　i

1939　k

1939　1

1939　）n

1939n

　護見者　彗星の名護見の日
コジク氏，ペルテヤ氏　　　（新）　　　一一・月17日

ブイサラ氏　　　　　　 （斯）　　　Jl月8日

ジエフアス氏　　　　　ボン，ヰンネケ　三月17日

ハセル氏，岡林氏等　　　　（瓢）　　　　四月15日

ワンビ1スグノレク氏　　　コ　　プ　　　四刀22日

ジヤクソ・氏　　ジヅ菰ζし潮・2日

ジエフアスJE　，j：　　　第ニブルグス　　六月17日

リゴレIJ毛　　　　　　　　（薪）　　　　一ヒ月28日

カミンスキ氏　　　　　　（薪）　　　七JJ　24日

ジエフアス氏　　　　　　タ　トル　　　八月12日

ヅンビ1スブノレグ氏　　　　ジャコピニ　　白刀15日

ジエフアス氏　 フェ十一・月3日
フレンド氏，岡林氏　　　　（；：Jl）　　　十一一月4ロ

　ボレリ（急報359），

　近日貼通過

　二＝月6日

　二月】6日

　ニノく月24日

　四；1　IO　［1

　三月12日

（．ITI月150，　19251i三）

　九月150

　八月9日

　　ワ

十一一月10日

（二二月17日，194（〕∫唇）

（1；qJj23「］，　19401手三）

十一月5日

省ほ此の外に，　　　　　　　　ラルフ（念報376）の二彗星が近づV・て來てる

るから，近日中，誰かに獲見されるだらう．

世界中の氣候が漸次に暖かくなる！

　米國ニウヨ1ク市にあるアメリカ物理一院で，昨年末，温度に關する座談會

が催された時，ワシントン府の米國氣象局のキンがJ・B．Kinger氏が畿表し

たところによると，“氣候昂者は，一般に人類の歴史時代に於ける地球世界の

氣候は可なり安定なもので，尤も比較的短週り1の著しい墾動はあるけれど，長

期にわたる製動は無いと思ってみた．ところが，今世紀になって三三，全世界

至るところ，二三が少しつつ上昇してみる事實が知れて來たので，今までの氣

候安定設は修正を必要とするに至った”と蓮べた．

威幹回　の温度
米國ハ1凶ド大二天文盛のホイプノレF・LWhφPlc博士力：，カメラの筒：先

きに回斡鱗を取りつけて，流星の連炭と光度とを同時に槻測した結果によると，

地上60粁あたりの威暦圏では，氣温が水の沸騰する1GOCC以上に達する．叉，

地上110粁の上室では，氣温が28℃で，室内の温度より少しく高いぐらみだ

といふ．


